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給食だより

澄みきった秋空が広がる季節になりました。「芸術の秋」「スポーツの秋」「読書の秋」
など秋はいろいろなことにじっくり取り組むことのできる季節です。そして「食欲の秋」
ともいわれるように、秋は旬のさつまいも、くり、きのこなどおいしい食べ物がたくさ
んあります。実りの秋に感謝して、おいしい秋の味覚を楽しみましょう。
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新米は古いお米に比べて水分が多く、炊くとふっくらして、つややか

な見た目になります。また、香りがよく、ほんのり甘みを感じるのも特

徴です。

お米は、田んぼで農家の方が大切に育て、暑い夏を乗り越えて収穫さ

れます。今の時期は新米ならではの「香り・つや・甘み」を感じながら、

ご飯を味わってみてください。

Q. 弁当箱方式から食缶方式に変わって、量が減ったんですか？

A. 各クラスの配缶量は申込人数をもとにしていて、一人当たりの量の基準は

弁当箱方式の時と同じく計量しており、ご飯の量は同じです。

平皿などの食器に盛り付けることで少なく見えることがあるかもしれませんが、

食缶方式になってからおかず（主菜・副菜）や汁物の具を増量しています。

食缶給食に変わって生徒からの質問

Q. なぜパンが週 1回になったのですか？

A. 生徒の皆さんへのアンケートで、洋食の献立がより人気があったこと、パンの

回数を増やしてほしいとの意見もあったことから、主食がパンの日を増やしてい

ます。今後は、色々なパンも献立に取り入れていく予定ですのでお楽しみに。

※もっとたよれる食育だより参照


